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4.論 文 の訂正:査 読審査 の結果,原 稿 の訂 正 を求め られた場合 は,40日 以 内 に,訂 正 された原稿 に訂正点 を

明示 した手紙 をつ けて,前 記泌尿 器科 紀要刊行 会宛て送付 するこ と,な お,Editorの 責 任 において一部字句

の訂正 をするこ とがある.

5.校 正:校 正は著者 による責任校正 とす る.著 者複数の場合 は校正責任者を投稿時指定する。

6.掲 載:論 文の掲載 は採用順 を原則 とす る.迅 速掲載 を希 望す るときは投稿時 にその 旨申し出るこ と.

(1)掲 載 料 は1頁 につ き和文 は5,500円,英 文 は6,500円,超 過頁 は1頁 につ き7,000円,写 真 の製版代,凸

版,ト レース代,別 冊,送 料 などは別 に実費 を申し受 ける.

(2)迅 速掲 載 には迅速掲 載料 を要す る.5頁 以内 は30,000円,6頁 以 上は1頁 毎 に10,000円 を加算 した額 を

申 し受ける.

(3)薬 剤 の効果,測 定試薬 の成績,治 療機器の使用 な どに関す る治験論文お よび学会抄録 については,掲 載料

を別途に申 し受ける.

7.別 冊:実 費負担 とし,著 者校正時 に部数を指定す る.

Inf()rmationfbrAuthorsSubmittingPapersinEnglish

1.Manuscripts,tablesand丘guresmustbesubmittedinthreecopies.Manuscriptsshouldbetyped

double-spacedwithwidemarginson8.5byllinchpaper.Thetextofallregularmanuscriptsshould

notexceedl2typewrittenpages,andthatofacasereport6pages,Theabstractshouldnotexceed

250wordsandshouldcontainnoabbreviations.

2.The丘rstpageshouldcontainthetitle,fullnamesanda伍liationsoftheauthors,keywords(nomore

than5words),andarunningtitleconsistingofthe行rstauthorandtwowords,

e.g.=Yamada,etaL:Prostaticcancer・PSAP

3.ThelistofreferencesshouldincludeonlythosepublicationswhicharecitedinthetexLReferences

shouldnotcxceed30readilyavailablecitations.Referenceshouldbeinthefbrmofsuperscr量pt

numcralsandshouldnotbearrangedalphabetically.

4.Thetitle,thenamesandaf五liationsofthcauthors,thedirector'sname,andanabstractshouldbe

providcdinJapanesc.

5.Forfurtherdetails,refertoarecentjournaL

編 集 後 記

わた しの勤務す る日本赤十字社和歌山医療セ ンターで は,救 急医学モ ーニ ングセ ミナーを毎週水 曜 日午前7時

30分 か ら8時15分 に行 っている.今 まで に,延 べ2,500余 名 の聴講が あ り,医 師,看 護婦,コ メデ ィカル,救 命

救急士など,幅 広 い参加で ある.た だ,こ のセ ミナーの 目的の一つ は研 修医の教育 にあるが,彼 らの出席が はな

はだ よくない,

か つての学園紛争時代,教 育 についての考 えで,も っ とも共感 で きたの は今西錦司先生の ものであ った,

「教育 とは教 える方 に も教える意欲が あ り
,教 えられる方に も教 え られる意欲が あって,そ こには じめて成立

す る,相 互作用的な営みであった.と ころが,今 日の学校教育,と くに高等学校 や大学 の教育で は,教 える意欲

のない先生か ら,教 えられる意欲のない学生が,教 えを受 けている という矛盾がいたる ところで露呈 してい るか

のように見受 けられる.」

周到な準備 をし,懸 命に講議 して も,受 講生 も少 なく,反 応 もほ とんどない場合,な ん とも遣 る瀬無い気 持ち

になるが,真 摯な受講態度,き わめて適切 な質問などある と,し み じみ と充実感 を味わ うものである.

教 える者,教 え られる者 ともに 『教育 は相互作用的な営 みであ る』 ことを認識すれば ,も っ と効果的 な,楽 し

い教育が行 われ ると思 う.

(吉田 修)
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